[bookmark: _Hlk110326088]これでなっとく数学入門　　　瀬山士郎　著

[bookmark: _Hlk110325998]第１章　数を数える無限の不思議
1.4　無理量と無理数
[bookmark: _Hlk227751287][bookmark: _Hlk226968846][bookmark: _Hlk110326042]ｍＡ＝ｎＢとなる正の整数ｍ、ｎがあるとき
ＡとＢは通約可能であるという。
ある単位で、通約可能になる量（分数で表される量）を有理量という。
ある単位に対して通約不能になる量（分数で表すことのできない量）を無理量という。
 循環する無限小数は分数で表すことができるので有理数である（無理数ではない）。
1.7　無限を数える数学　 集合論
　 現代数学の基礎は1対1対応を無限の場合にも拡張して考えていくということ。
1.10　もう一度数が世界を表現しているということ
 数は順番を表現する

第２章　変化の中の法則　 関数とはなにか
2.1　写像と関数
数は、個数を表すことから、順序、多さ、大きさ、作用と拡大してきた。1対1対応の原理から無限集合を生み出した。数字ｎに対して、それに対応するものが決まっているとき、この状況を数ｎにあるものを対応させる写像という。写像とは、2つのものの集まりの間の対応関係ということ。
　　　 ｆ() のｆはをｙに対応させる機能と考え、function の頭文字を取ったもの。
　　 　数に数を対応させる写像を関数という。
[bookmark: _Hlk227829585]2.2　変化を調べるということ
　　　 正比例･･･片方が変化すると、もう一方も同じ割合で変化していく関係
　　　 変化の中にある「変化をしないもの」を不変量という。
　　　 正比例で不変の値を正比例定数という。
　　　 一般にの1だけ（単位だけ）の変化に対する関数ｙの変化を「関数の変化の割合」という。
[bookmark: _Hlk227829965]2.3　１次関数と２次関数
　　 ｙ＝＋ で表される関数を1次関数といい、＝０ の場合を正比例関数という。
2.4　２次関数
　　 ｙ＝のグラフのカーブを放物線という。
[bookmark: _Hlk227830652][bookmark: _Hlk227833267]一般の２次関数を ｙ＝ｆ()＝ として　 が1変化したときのｙの
変化量、更にｙの変化量の変化量を求めてみると
[bookmark: _Hlk227831491][bookmark: _Hlk227832499][bookmark: _Hlk227834227]ｆ(1) −ｆ() ＝    − ( )
　　　　　　　　　　　　＝    − ( )
[bookmark: _Hlk227833007]　　　　　　　　　　　　＝2＋
[bookmark: _Hlk227833329]　 この変化量の関数を ｇ()＝2＋ とし
   が1だけ変化するときの、変化量の変化量は

[bookmark: _Hlk227834478]　 ｇ(1) −ｇ() ＝    − ()
[bookmark: _Hlk227835668]　　　　　　　　　　　 ＝2　　　で一定になる。
　 上の式の2 の値は大体9.8（ｍ／sec2）で表され、この値をｇと書き、重力加速度という。
　 解の公式は平方完成の技術を使う。
　　　 
[bookmark: _Hlk227920154]                     
[bookmark: _Hlk227920705]　　　　　　　　　    　  

　　　  0 を変形し、
　　　  ＝ 0　 に直すと
　　　　　
            
[bookmark: _Hlk227921680]               ＝ 
                          

第３章　微分学　関数を解剖する
3.1　微分という考え方
　 　１次関数ではｙの変化量がの変化量に正比例する。
[bookmark: _Hlk227922458]の変化がほんの少しのとき、ｙの変化はそれに正比例すると見なせるのなら、その比例定数を求めることによって、その場所での関数の変化の状態を調べることができる。これが微分法。
3.2　極限なしの微分法
[bookmark: _Hlk227922555]　　　  ＝ から をだけ変化させたときのｙの変化量と の変化量の比は
[bookmark: _Hlk227923605]　　   　
3.5　関数の変化率
[bookmark: _Hlk228174610]　　　　となるとき
[bookmark: _Hlk228173699]　　 ｙ＝ｆ() は＝で微分可能であるといい、をｆ´() と書いて、＝での
[bookmark: _Hlk228174355]ｙ＝ｆ() の微分係数という。
　　　 関数が微分できるとは、ある部分に限ってみると、その関数を正比例関数と考えることができるということ。
[bookmark: _Hlk228174459]　ｆ´() は ＝にｆ´() を対応させる新しい関数で、もとの関数の「導関数」という。

　　　 また ｆ() の導関数 ｆ´() を求めることを、関数を微分するという。

　　　　ｆ() ＝ のとき
[bookmark: _Hlk228176055][bookmark: _Hlk228175157]　　　　　ｆ´() ＝
＝
＝
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